
宮崎県総合農業試験場

地球温暖化に対応した
宮崎県総合農業試験場の取組について

宮崎県総合農業試験場 企画情報室
主任研究員 平田 力也

tokieda230
驛｢譏ｴ繝ｻ邵ｺ蜀暦ｽｹ・ｧ繝ｻ・ｹ驛｢譎冗樟郢晢ｽｻ驛｢譏ｴ繝ｻ・ｻ邵ｺ驢搾ｽｹ・ｧ繝ｻ・ｹ
資料４



温暖化の進行



温暖化の進行



温暖化の進行



水稲（米） 白未熟粒の発生、品質低下

野菜 草勢管理難、徒長、着果不良

果樹 果実の日焼け、着色不良の発生

秋期以降の枝伸長

花き 開花期の遅れ、品位階級の低下、生理障害

茶 寒害、霜害の増加、秋整枝後の再萌芽

病害虫 害虫の活動期間の拡張、海外飛来害虫の

被害増加、越冬害虫によるウイルス病増加、

高湿による病害発生

本県農業への影響



本県農業への影響



本県農業への影響

温州みかん
日焼け

ぶどう
着色障害
（左）



本県農業への影響

スイートピー高温障害（生長点障害）
正常

芯止まり 分裂異常 波打ち



本県農業への影響

高温によるキクの奇形花



本県農業への影響

トビイロウンカ

ツマジロクサヨトウ



本県農業への影響

キュウリ黄化えそ病（MYSV）

ミナミキイロアザミウマ



本県農業への影響

サトイモ疫病

Phytophthora colocasiae



平成２０年６月
総合農業試験用内に、
農畜水産業温暖化研究センターを設置

宮崎県農畜水産業温暖化研究センター



研究の柱は３つ

①温暖化から守る対策

②温暖化を活かす対策

③温暖化を抑制する対策

研究センターの対策



温暖化から守る対策の研究①

図「おてんとそだち」の株の様子
左からおてんとそだち、ヒノヒカリ、日本晴

高温登熟性に優れる水稲品種の育成

図「夏の笑み」の株の様子
左から夏の笑み、コシヒカリ、さきひかり

普通期「おてんとそだち」、早期「夏の笑み」（平成26年）

高温登熟性に優れる水稲品種の育成



温暖化から守る対策の研究②



温暖化から守る対策の研究③

気象予報士による分析と連携した対策

・気象データを基に、作物生理を考慮した高温期回避
・的確な予想、注意点の指摘
・専技、普及員との情報共有

技術員研修 気象情報解説共有

気象予報士
村岡 精二



温暖化から守る対策の研究④

・アザミウマ類の幼虫を食べるカブリダニ

・防虫ネットの目合いの検討（0.4mm）



「サトイモ疫病
発生モニタリング
システム」の開発

温暖化から守る対策の研究⑤

多発要因の解明

発病シミュ
レーション

防除シミュ
レーション



ブドウの着色向上対策

温暖化から守る対策の研究⑥

高温耐性を持つ品種の育成
（スイートピー）



温暖化を活かす対策の研究①

亜熱帯果樹の安定生産



温暖化を活かす対策の研究②

新たな亜熱帯果樹の
生産技術確立

ライチ

バニラ



温暖化を活かす対策の研究③

通常の結果母枝（左）と
二次伸長した結果母枝（右）

通常の結果母枝（左）と二次伸長した結果母枝（右）の着毬状況
赤丸：一次伸長部位への着毬
黄丸：秋季に伸長した二次伸長部位への着毬

クリ「筑波」の二次伸長枝利用による収量向上



温暖化を抑制する対策の研究①

農業用ヒートポンプ

木質ペレット暖房機



温暖化を抑制する対策の研究②

地熱利用ヒートポンプ
高効率ヒートポンプ

温暖化研究センター成果報告会資料より

高効率保温資材の利用



今後の取組について

①３つの柱の研究継続

②「みどりの食糧システム戦略」
に沿った研究開発

③強みを生かした「オープン
イノベーション」による取組
推進




